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生きた媒体として最大限に活用することで、食事提供
を伴う栄養サポートの価値をより一層高められると考
えられる。
　本サポートでは、朝食及び夕食の提供を行い、高強
度トレーニング中の選手の食事摂取状況及びコンディ
ションを良好に維持させることができた点で意義は大
きいと考えられる。選手に自己管理能力を十分に身に
付けさせるために、食事提供を活かした栄養教育を強
化することが今後の課題である。
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　スポーツ栄養学の研究で得られた最新の知見は、研究者だけでなく、スポーツ現場に携わる管理栄養士・
栄養士やトレーナーからも注目を集めている。本研究では、スポーツ栄養学に関する研究が世界中でどの
程度増加しているのか、さらには、どのような栄養素や手法が注目を集めているかという近年の研究動向
を把握するために、2016年から2020年の 5 年間に国際的な研究誌に報告されたスポーツ栄養学に関する研
究論文を収集し、分析することとした。スポーツ栄養学、スポーツ科学、スポーツ医学、栄養学、運動生
理学に関する代表的な学術雑誌（全26誌）において、論文タイトルに「栄養」と「運動」に関する語句が
どちらも含まれている論文を分析対象として抽出した。さらに、それらのタイトルに含まれる語句を【栄
養素】、【アウトカム】、【対象者】という観点から分類・分析し、どのような研究論文が最も多く報告され
ているか検討した。その結果、【栄養素】の中では、“Supplement”（特に“Caffeine”）に関する論文が、【ア
ウトカム】の中では“Performance”に関する論文がそれぞれ最も多く報告されていた。さらに、【対象者】
に関しては、競技選手を対象として行われた研究が、全体の30%に満たないことが明らかとなった。

キーワード：文献研究　サプリメント　パフォーマンス　競技選手

資　料

Ⅰ　緒言

　近年、スポーツ栄養学に関する研究が世界各国で盛
んに行われている。本研究誌においても、直近 2 年間
における研究論文の報告件数は過去最多を更新してお
り、世界的にもその数は飛躍的に増加しているように
思われる。インターネットおよびソーシャルネット
ワーキングサービスの発展にともない、最新論文の情
報がすぐに入手できるようになったこともあり、その
ような情報は、スポーツ科学分野の研究者だけでな
く、スポーツ現場に携わる管理栄養士・栄養士からも
注目されるようになっている。
　このように、世界におけるスポーツ栄養学研究が大
きく発展・進歩していると思われるものの、実際に、
スポーツ栄養学に関する研究が世界中でどの程度増加
しているのか、さらには、スポーツ栄養学研究では近
年どのような栄養素や手法が注目されているのかと
いったことをまとめて整理した情報・資料はこれまで
ほとんど報告されていない。このような情報を明らか
にすることで、スポーツ栄養学研究の現状および今後
の方向性を把握することができると考えられる。
　そこで、本資料では、2016年から2020年の 5 年間に

国際学術誌で報告されたスポーツ栄養学に関する研究
論文を収集し、最新の研究動向を把握することとした。

Ⅱ　方法

1．分析対象とする国際学術誌の論文検索と選定基準
　分析対象とする国際学術誌は、スポーツ栄養学、ス
ポーツ科学、スポーツ医学、栄養学、運動生理学に関
する代表的な学術誌の全26誌とした（表 1 ）。これら
の学術誌において、2016年から2020年の 5 年間の間に
掲載された論文（原著論文・短報論文・総説論文など
の全ての論文を含む）の中から、以下の基準を満たす
論文を分析対象とした。
　まず、論文のタイトルに「栄養」と「運動」に関す
る語句がどちらも含まれていることを第一の基準とし
た。また、本資料は健康の維持・増進および競技パ
フォーマンスの向上を目的とした研究論文を対象とし
たため、栄養と運動の両方の関連語句が含まれる場合
でも、疾病の治療を目的とした研究であることがタイ
トルから判断できる論文は対象外とした。さらに、ス
ポーツ競技者ではない一般の子供や高齢者を対象とし
た研究は、健康の維持・増進を目的とした研究か、あ
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るいは各ライフステージにおいて特異的に生じる疾病
の治療を目的とした研究かを区別することが困難で
あったため、今回は分析対象外とした。また、アルコー
ル摂取に関する研究論文も除外した。なお、これらの
条件に基づいた論文検索は、筆者が各雑誌を全て遡る
ことで行なったが、Nutrients誌においては、近年膨
大な数の論文が掲載されているため（2019年：3,077
件、2020年：3,911件）、“exercise”または“athlete”とい
うキーワードで検索を行い、該当したものの中から上
記の基準を満たす論文を収集することとした。

2 ．分類の手順
　分析対象とした論文のタイトルを、【栄養素】、【ア
ウトカム】、【対象者】という 3 つの観点（カテゴリー）
から分析した。すなわち、論文タイトルの中に、それ
ぞれのカテゴリーと関連する語句（表 2 「関連語句」）
が含まれているかを確認し、同じ関連語句毎に「項目」
（表 2 ）としてまとめ、それぞれの「項目」における
論文本数を数えた。

Ⅲ　分析結果と考察

1．分析対象とした論文件数
　分析対象として抽出した論文の総数は1,812件で
あった。年別の論文件数は、2016年は285件、2017年
は302件、2018年は375件、2019年は417件、2020年は
433件となっており（図 1 ）、スポーツ栄養学に関する
研究論文数は、過去 5 年間にわたって毎年増加し続け
ていることが明らかとなった。
　学術誌の種類別で見たところ、スポーツ栄養学関連
雑誌で555件、スポーツ科学関連雑誌で213件、スポー
ツ医学関連雑誌で269件、栄養学関連雑誌で462件、運
動生理学関連雑誌で313件であった。学術誌別の論文
掲載数は、Nutrients（324件）、International�Journal�
of�Sports�Nutrition�and�Exercise�Metabolism（IJS-
NEM）（309件）、Journal�of� International�Society�of�
Sports�Nutrition（JISSN）（246件）の順に多い結果と
なった（図 2 ）。IJSNEM誌とJISSN誌はともに、スポー
ツ栄養学専門の学術誌であり、スポーツ栄養に関する
最新情報が数多く掲載されていることが、この結果か

表 1　分析対象の国際学術誌

学術名
スポーツ栄養 International�Journal�of�Sports�Nutrition�and�Exercise�Metabolism�

Journal�of�International�Society�of�Sports�Nutrition
スポーツ科学 The�Journal�of�Strength�&�Conditioning�Research�

European�Journal�of�Sport�Science�
Journal�of�Sports�Sciences

スポーツ医学 Medicine�and�Science�in�Sports�and�Exercise�
Sports�Medicine�
Scandinavian�Journal�of�Medicine�&�Science�in�Sports�
British�Journal�of�Sports�Medicine�
International�Journal�of�Sports�Medicine�
Sports�Medicine�–�Open

栄養学 Nutrients�
Frontier�in�Nutrition�
Nutrition�
Journal�of�Nutrition�
American�Journal�of�Clinical�Nutrition�
British�Journal�of�Nutrition�
European�Journal�of�Clinical�Nutrition

運動生理学 Applied�Physiology,�Nutrition�and�Metabolism�
European�Journal�of�Applied�Physiology�
Journal�of�Applied�Physiology�
Physiological�reports�
Journal�of�Physiology�
American�Journal�of�Physiology-Endocrinology�and�Metabolism�
Frontier�in�Physiology�
Frontier�in�Sports�and�Active�Living
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表 2　各カテゴリーにおける項目と関連語句の例

カテゴリー 項目 関連語句の例
栄養素 “Energy” エネルギーバランス（エネルギー制限）

“Carbohydrate” 糖質、高糖質食、低糖質食
“Protein” タンパク質、アミノ酸、高タンパク質食
“Fat” ケトン体、高脂肪食（ケトン食を含む）
“Fluid” 水分摂取、ハイドロゲル、アイススラリー
“Caffeine” カフェイン
“Vitamin�and�Mineral” ビタミン・ミネラル
“Antioxidants” 抗酸化物質 / 食品

“Supplement”
サプリメント全般�

（上記栄養素のサプリメントとしての摂取は除く）
etc. 硝酸塩を多く含む食品、低 FODMAP 食など

アウトカム “Performance” 競技パフォーマンス、運動パフォーマンスなど

“Recovery�and�Damage”
リカバリー、筋疲労、中枢性疲労、ダメージ、�
酸化ストレスなど

“Muscle�volume�and�power”
筋タンパク合成、筋発揮、除脂肪割合、�
体組成の変化、骨格筋内のシグナル変化など

“Metabolism”
血液中のエネルギー基質・その他栄養素の代謝、�
ホルモンの変化など

etc.
体水分・脱水状態、腸内細菌、酸素消費、�
胃腸障害、ミトコンドリア適応など

対象者 “Athlete” 特定の競技選手

“Others”
健康な若年成人、ラット・マウスなど�

（対象者に関する情報が記載されていない論文を含む）

図 1　論文件数の年次推移

（年）
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らもうかがえる。また、Nutrients誌は、2009年に発
刊されたオープンアクセスジャーナルである。先述し
たように、掲載される論文数が他誌に比べて多く、そ
れに比例してスポーツ栄養に関する論文数も多くなっ
ている。この 3 誌に掲載された論文の数は、今回の調
査対象となった論文の約半数（49%）を占めることか
ら、スポーツ栄養研究における最新の知見を得るうえ
で、これらの雑誌が主要な情報源になっていると言える。
　以下、各カテゴリーにおける分類・分析結果および
考察を記す。なお、全ての論文タイトルにおいて、 3
つの全カテゴリーの関連語句が含まれていたわけでは
ない（ 1 つまたは 2 つのカテゴリーにおける関連語句
しかタイトルに含まれない論文も存在した）こと、ま
た、 1 つのカテゴリーにおいて複数の関連語句が含ま
れる場合もあったことから、以下の各カテゴリーで分
類した論文の総数は一致しない。

2 ．各カテゴリーにおける分析結果
1 ）栄養素
　先行研究（パフォーマンステスト前の食事コント
ロールの違いが各種栄養素の効果に及ぼす影響につい
て解析した研究）における栄養素の分類方法を参照
し1）、分析対象の論文を10項目に分類した（表 2 ）。
図 3 に示すように、栄養素の中では“Supplement”に関

する論文が308件で最も多く、次いで“Carbohydrate”
（207件）�“Protein”（193件）に関する論文が多いとい
う結果となった。本資料を執筆中、2000〜2018年にお
ける世界のスポーツ栄養学に関する研究動向を、テキ
ストマイニング（膨大なテキストデータの中から同じ
キーワードに見られるパターンや規則性を見つけ、知
識や情報を取り出す技術）を用いて分析した論文が公
表された2）。そこでは、頻出テーマ上位 5 つのうち、
3 つがサプリメント摂取に関連する内容であったこと
が報告されている（“muscle�power�enhancement�and�
dietary�supplementation”、“oxidative�stress�and�di-
etary�supplement�use”、“dietary�supplementation�of�
nitrates”）。近年、インターネットなどを通じて様々
なサプリメントを簡単に入手できるようになったこと
から、トップアスリートだけでなく、健康を意識する
一般の人々の間でもサプリメント摂取が普及してい
る3）。このような市場の拡大も、サプリメントに関す
る研究が高い頻度で行われている要因の 1 つかもしれ
ない。
　また、サプリメントの一種であるものの、論文件数
が多いことから別項目として集計した“Caffeine”に関
する研究は136件となり、サプリメントを対象とした
研究の中では最も多くの論文が報告されていた（図
3 ）。この“Caffeine”に関する論文数と上記の“Supple-

図 2　分析対象とした論文件数
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らもうかがえる。また、Nutrients誌は、2009年に発
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ment”と分類された論文数を合計すると444件にもの
ぼる。さらに、“Supplement”として分類した研究を成
分別に集計したところ、“Nitrate（硝酸塩：41件）”、
“Sodium�bicarbonate（重炭酸塩：30件）”、“Creatine（ク
レアチン：17件）”、“β-alanine（βアラニン：17件）”
の順に多いことが明らかとなった（図 4 ）。硝酸塩に
ついては、先行研究においても同様に頻出テーマとし
て挙げられていることから2）、サプリメントに関する
研究の中でも特に注目されている成分と言えるだろう。

　2016年に北米の栄養・スポーツ医学関連 3 団体から
示されたスポーツ栄養の公式見解（Joint�Position�
Statement：Nutrition�and�Athletic�Performance）に
おいて、「脂質」について記載されたページは極めて
少なく、その内容も、ごく当たり前の情報に留まって
いる4）。しかしながら、本資料における分析結果では、
“Fat”に関する論文件数は“Vitamin�and�Mineral”や
“Antioxidants”に関する論文件数を大きく上回り、 5
番目に多い結果となった（図 3 ）。近年、ケトン食や

図 3　栄養素別の論文件数

図 4　“Supplement”の内訳（上位 7項目）
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ケトン体エステルなどをはじめとした脂質の新たな活
用法に焦点を当てた研究論文や総説論文も多数報告さ
れている5 ）〜 7 ）。2015年以前の研究動向と直接比較が
出来ないため、必ずしも明らかではないものの、脂質
の摂取法に関する研究に対する関心が近年高まってい
ると考えられる。
　なお、etc.（その他）として分類した論文には、硝
酸塩を含む食品（例:beetroot� juice）の摂取に関する
研究が特に多く含まれていた。

2 ）アウトカム
　アウトカムという観点から、分析対象論文を表 2 の
ような 5 項目に分類した。図 5 に示すように、“Per-
formance”を評価指標とした論文が469件で最も多
く、次いで“Muscle”（筋肥大、筋力など）に関する論
文が多いという結果となった（266件、図 5 ）。先行研
究では、2018年に公表されたスポーツ栄養学に関する
論文の中では、メカニズムの解明などを目的とした基
礎研究に関する論文はとても少なく、応用研究（スポー
ツ現場で使用した際の効果に関する研究）が大部分を
占めていたことが報告されている2）。今回の分析結果
において、競技・運動のパフォーマンスを評価指標と
した論文が最多であったことからも、現在のスポーツ
栄養学に関する研究は、得られた知見を比較的早く現
場で実践・活用できるような応用研究が中心となって
いると考えられる。
　また、etc.（その他）として分類した論文には、酸
素消費、胃腸障害、腸内細菌（腸内環境）、骨格筋ミ
トコンドリア適応に及ぼす影響をアウトカムとして評
価・検討した研究が多く見られた。特に腸内細菌に関

する研究は、2016〜2018年の 2 年間で報告件数が急増
していたテーマの 1 つとして挙げられている2）。今回
の分析結果では、その報告件数は他の研究と比較して
まだ少ないものの、今後注目されるテーマの 1 つとな
るだろう。
�
3 ）対象者
　研究対象については、タイトルから特定の競技にお
ける選手であることが分かる場合のみ“Athlete”と分
類し、その他の場合（実験動物を含む）は“Others”と
して集計した。なお、競技選手を対象とした論文が、
今回分析対象となった全ての論文に対してどのくらい
の割合で含まれているか検討するため、対象者に関す
る記載がない論文も“Others”として分類した。その結
果、“Athlete”を対象とした論文は524件であり、全体
の29%であった。一方、“Others”として分類された研
究は1,288件であり、全体の71%を占めていた。本資料
で分析対象として抽出した論文には、競技選手の運動
能力の向上だけでなく、健康維持・増進を目的とした
内容の論文も含まれている。したがって、研究対象と
して必ずしも競技選手を用いる必要がなく、上記のよ
うな結果となった可能性も考えられる。しかしなが
ら、競技・運動パフォーマンスの向上を目的とした研
究においても、競技選手を対象とした論文は30%（120
件）に留まっていた。このことは、競技選手を被験者
とした研究を行うことの難しさを示唆しているかもし
れない。一般人と競技選手では、同じ栄養学的手法を
用いた場合であっても、その効果の現れ方には違いが
あることがよく知られている8）。したがって、競技選
手のパフォーマンス向上を目的とした手法の効果を検

図 5　アウトカム別の論文件数
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証するための研究においては、可能な限り、競技選手
を対象とした知見を今後増やすことが必要であると考
えられる。

Ⅳ　まとめ

　本資料では、過去 5 年間（2016〜2020年）における
スポーツ栄養学に関する研究動向を明らかにするた
め、代表的な国際学術誌から論文を収集し、分析を行
なった。今回得られた知見は以下の通りである。
（ 1 ）近年のスポーツ栄養学に関する研究では、
“Supplement”、“Carbohydrate”、“Protein”についての
研究が多く報告されていた。中でも、サプリメントに
関する研究が最も多く、その内容は“Caffeine”、“Ni-
trate”、“Sodium�bicarbonate”、“Creatine”、“β-ala-
nine”の順に報告数が多いことが明らかとなった。
（ 2 ）研究のアウトカムとして“Performance”を用い
た研究が最も多く報告されていた。
（ 3 ）競技選手を対象とした研究は全体の 3 割を下回
ることが明らかとなった。

利益相反

　本研究内容に関して利益相反は存在しない。
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